
いちごドリルプリント

古墳時代 名前

問1 古墳時代に見られる、上から見ると鍵穴のような形（一方が四角く、一方が丸い）をした古墳の特徴について述べた文として、正しいものはど
れですか。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 聖徳太子による冠位十二階の制定
と同時に、身分を示す墓として推奨
された

2. 弥生時代に中国大陸から伝わった
形式であり、主に北九州地方で多く
見られる

3. 近畿地方を本拠とする大和政権の
拡大に伴い、各地の首長に受け入れ
られた形式である

4. 鎌倉時代に幕府の許可を得た武士
のみが、自分の領地に築くことがで
きた

問2 5世紀中頃に造られた日本最大の面積を誇る大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）の所在地について、日本列島を4つの地域に分けたとき、この古墳が
位置する場所を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 屋久島などの自然遺産がある、九
州地方南端（鹿児島県付近）

2. 富士山が位置する、中部地方（静
岡県付近）

3. 中尊寺金色堂などの文化遺産があ
る、東北地方（岩手県付近）

4. 百舌鳥・古市古墳群が広がる、近
畿地方（大阪府付近）

問3 3世紀後半から古墳時代にかけて造られた、円形の後円部と方形（四角形）の前方部を組み合わせた、上空から見ると鍵穴のような形をしている
古墳の名称を答えなさい。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 積石塚 2. 前方後円墳 3. 円墳 4. 方墳

問4 5世紀の大和政権は、朝鮮半島から得た鉄資源をどのように活用して国内の支配を広げたとされていますか。当時の状況を説明したものとして最
も適切なものを選んでください。 （2019年 群馬県公立入試 類似）

1. 鉄製の武器や鎧を量産して軍事力
を高め、関東から九州にかけての広
範囲な地域の豪族を支配下に置いた
。

2. 鉄製の鏡や装飾品を大量に作り、
それらを各地の豪族に配ることで宗
教的な権威を認めさせた。

3. 鉄製の大型船を建造して中国の唐
と直接貿易を行い、最新の法制度を
取り入れることで中央集権化を進め
た。

4. 鉄製の貨幣を鋳造して全国に流通
させ、租・庸・調の税制を確立する
ことで経済的に支配した。

問5 400年頃に倭王が中国へ使いを送っていた記録がある時代から、平城京へと遷都されるまでの期間にかけて、日本列島では大陸との交流が盛んに
行われました。この時期の文化や技術の伝来について述べた文として、正しいものを選択してください。 （2023年 愛媛県公立入試 類似）

1. 大陸との交流を通じて、源氏物語
や枕草子に代表される国風文化が花
開いた。

2. 中国から大量の銅銭が流入したこ
とで、須恵器に代わって貨幣経済が
急速に発達した。

3. 大陸から最新の農業技術が伝わり
、脱穀のための千歯扱きが全国に普
及した。

4. 渡来人によって、須恵器の製作技
術や、漢字・儒教・仏教などが日本
へ伝えられた。

問6 古墳時代の大和政権において、朝鮮半島や中国から渡来した人々（渡来人）が果たした役割や、彼らがもたらした文化的な影響について述べた
文として正しいものはどれですか。 （2024年 群馬県公立入試 類似）

1. 銅鐸や銅剣などの青銅器を用いた
祭祀を広め、巨大な前方後円墳を築
いた

2. 大和政権で外交や財政管理に従事
し、仏教などの新しい文化や技術を
伝えた

3. 稲作を初めて日本に伝え、各地に
高床倉庫を持つ集落を形成させた

4. 狩猟や採集に代わる新しい生活様
式として、磨製石器の製作技術を広
めた

問7 古墳時代の日本列島において、大陸から移住した渡来人が果たした役割と、彼らがもたらした文化的影響について述べた文として正しいものを
次の中から選びなさい。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. 鉄砲の伝来に寄与し、戦国大名の
戦い方や城の構造に劇的な変化をも
たらした。

2. 稲作の技術を初めて伝え、狩猟・
採集中心の縄文文化から弥生文化へ
の転換を促した。

3. 漢字を伝えることで、ヤマト政権
における外交や記録、財政などの実
務を支えた。

4. 青銅器を用いた祭祀の道具を伝え
、卑弥呼が統治する邪馬台国の成立
を助けた。

問8 古墳時代には、巨大な墳墓の周囲や頂上に、土で作られた焼き物が並べられました。これらには円筒形のもののほか、家、馬、あるいは武具を
身につけた人物をかたどったものがありますが、これらを総称して何と呼びますか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 勾玉 2. 土偶 3. 埴輪 4. 銅鐸

問9 6世紀の古墳時代に、朝鮮半島の百済から日本へ仏教が公式に伝えられた際、経典や仏像とともに日本へ同時にもたらされたものとして最も適切
なものはどれですか。 （2024年 群馬県公立入試 類似）

1. 寺院建築や彫刻などの高度な技術 2. 銅鐸を用いた祭祀の習慣や青銅器
文化

3. 稲作の技術とそれに伴う青銅器の
製造法

4. 磨製石器の製作技術と大規模な環
濠集落

問10 5世紀頃、大陸から日本へ移住した人々によって伝えられた技術のうち、それまでの赤褐色の土器とは異なり、穴窯を用いて高温で焼かれた硬い
灰色の土器を何と呼びますか。 （2021年 島根県公立入試 類似）

1. 土師器 2. 須恵器 3. 縄文土器 4. 弥生土器

問11 古墳時代、朝鮮半島から日本列島に移り住んだ人々によって、新たな土器の製作技術が伝えられました。専用の窯（かま）を用いて高温で焼成
されることで、それまでの土器に比べて非常に硬く、色が灰色をしていることが特徴の土器を何と呼びますか。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 弥生土器 2. 縄文土器 3. 須恵器 4. 土師器

問12 5世紀頃、近畿地方を中心とする大和政権（ヤマト王権）の支配が各地に広がっていったことを示す資料として、大阪府にある大山古墳（仁徳天
皇陵）のような巨大な前方後円墳が築かれました。こうした時期に、地方の有力者の墓から出土したもので、大和政権の王の名称が刻まれてい
たとされる遺物はどれですか。 （2017年 愛知県公立入試 類似）

1. 王の名称が刻まれた鉄剣や鉄刀 2. 装飾が施された石包丁 3.
近畿地方で多く見つかっている銅鐸

4. 漢の皇帝から授けられたとされる
金印

問13 古代日本における漢字の伝来とその影響について述べた説明として、最も適切なものはどれですか。大陸から移住してきた人々の活動や、宗教
的な背景を踏まえて選びなさい。 （2026年 神奈川県公立入試 類似）

1. 渡来人が仏教の経典とともに漢字
を伝え、日本人が公的な記録や情報
の伝達を行う手段として定着した。

2. 縄文時代の交易を通じて大陸の文
字が広まり、その後、仏教を理解す
るための補助的な記号として漢字が
発明された。

3. 聖徳太子が大陸へ渡った際、現地
で使われていた文字を日本独自の文
字として持ち帰り、仏教の布教に用
いた。

4. 平安時代の貴族が、仏教の教えを
分かりやすく書き換えるために、漢
字をもとにして日本で初めて文字を
作成した。


